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令和４年度 第１回豊田市商業振興委員会 

 

【日 時】 令和４年５月１７日（火）午後２時から 

 

【場 所】 豊田市役所南庁舎 南５２会議室 

 

【出席者】 ＜委員＞ 

脇田 弘久 〔愛知学院大学商学部 教授〕 

松永 郁也 〔豊田商工会議所 常議員〕 

井口 貴視 〔豊田信用金庫 中小企業診断士〕 

河原 郁子 〔とよた下町おかみさん会 平成３０年度会長〕 

杉田 雅子 〔株式会社 杉田組 ブルーベリー事業部取締役〕 

新田 都子 〔高岡地域消費者グループ 代表〕 

元岡 征志 〔シー・プロジェクト 代表中小企業診断士／社会福祉士〕 

首藤 政俊 〔市民公募〕 

杉山 裕貴 〔市民公募〕 

（計９名） 

 

＜事務局＞ 

西脇 委千弘〔豊田市産業部部長〕 

脇迫 博文 〔豊田市産業部商工振興室〕 

成瀬 剛史 〔豊田市産業部商業観光課課長〕 

深谷 薫  〔豊田市産業部商業観光課副課長〕 

内川 哲雄 〔豊田市産業部商業観光課担当長〕 

長谷川 拓海〔豊田市産業部商業観光課主事〕 

 

【欠席者】 なし 

【傍聴者】 なし 

 

【次第】 

１ 産業部長あいさつ 

２ 事務局紹介 

３ 委員長の互選 

４ 委員長あいさつ 

５ 副委員長の指名 

６ 本日の審議スケジュール等について 
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７ 議事 

（１）商店街活性化計画の中間報告について 

（２）商店街活性化計画の変更について 

（３）新補助金の創設について 

８ その他 

令和４年度 商業振興委員会開催予定について 

 

【会議録（要約）】 

７ 議事 

（１）商店街活性化計画の中間報告について 

①小原商工会 

 小原商工会から説明を受け、委員から意見を聴取した 

委員 

現在、廃鶏肉を食べられる店はあるか。 

 

小原商工会 

現在はない。 

 

委員 

次年度計画にある加茂丘高校とのコラボはどのようなものか。 

 

小原商工会 

加茂丘高校から特産品開発のアイデアを募集する。 

 

委員 

廃棄される食品を活用して特産品をつくることは良い取り組みなので、商品化

までつなげてほしい。 

 

委員 

人材育成事業がコロナウイルス感染拡大のため中止となったが、オンラインで

の開催はできなかったのか。 

 

小原商工会 

中止となった人材育成事業の内容が「IT の活用」であった。 

会員には高齢の事業者も多く、オンラインでの開催は難しい。 

オンラインへの対応が現在の課題である。 
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委員 

桜バスの利用を増やしたいのであれば、1,000 円以上の買い物で片道運賃をキ

ャッシュバックするのも一案だと思う。 

 

②下山商工会 

 下山商工会から説明を受け、委員から意見を聴取した 

委員 

下山の自然を活用したマラソン大会や駅伝など、スポーツイベントによる地域

活性化ができるのではないかと思った。 

 

委員 

青森県で峠道の整備を行うボランティアに参加したことがあり、多くの人が集

まっていた。補助金を活用して歩道整備を行う以外にも方法はたくさんある。 

 

委員 

こぼっちウォークをどのように少子高齢化対策につなげるのか。 

 

下山商工会 

交流人口を増やすことで下山の魅力を発信し、移住者を増やしたい。 

 

委員 

コロナ禍でイベントの中止が余儀なくされることは理解しているが、今年度は

イベントの実施ができるように準備を進めてほしい。 

 

③永覚新町商店街 

永覚新町商店街から説明を受け、委員から意見を聴取した 

委員 

若者が商店街を訪れるようになると活性化につながる。 

若者をターゲットに Tik Tok や Instagram なども活用すると良いと思う。 

 

委員 

紙媒体の「○○記念日カレンダー」と YouTube での発信をしていると思うが、

それぞれの反響はどうか。 

 

永覚新町商店街 
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YouTube に関しては、昨年度に活用方法の勉強会を開催した。 

今後、積極的に発信を行っていく。 

「○○記念日カレンダー」については、自治区の協力により全戸配布をしている。 

地域が高齢化していくなかで、紙媒体による広告も一定の需要がある。 

 

委員 

若手勉強会は有志で開催しているのか。 

 

永覚新町商店街 

そのとおり。 

商店街の理事の 1 人に若手事業主がおり、その方を中心に 8 名の若手が自発的

に開催している。 

 

委員 

「○○記念日カレンダー」は補助金を活用しているのか。 

 

永覚新町商店街 

活用している。 

 

④一番街商店街 

一番街商店街から説明を受け、委員から意見を聴取した 

委員 

3 階建ての店舗が多いということだが、貸店舗化が進まないのはなぜか。 

 

一番街商店街 

１階に店舗、２，３階を住宅として使っているところが多いため貸しづらい。 

 

委員 

街路灯の LED 化の費用はいくらか。 

 

一番街商店街 

1 基 40 万円。 

１３年前に完全オーダーメイドで整備したが、それに対応できる LED が無いた

め高額になっている。 

 

委員 
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コロナ禍で飲食店の閉店はあったか。 

 

一番街商店街 

現在はないが、来月に１店舗の閉店が決まっている。 

しかし、次の入居が決まっているため空き店舗にはならない。 

 

委員 

ルーテル幼稚園のあたりは落ち着いて散歩ができる地域だと思う。 

そのあたりをうまく利用して商店街づくりをしてみてはどうか。 

 

一番街商店街 

そうしていきたいと考えている。 

 

（２）商店街活性化計画の変更について 

旭商工会 

旭商工会から説明を受け、委員から意見を聴取した 

委員 

歴史ある笹戸温泉がなくなってしまうのはもったいない。 

クラウドファンディングを活用してみてはどうか。 

 

旭商工会 

検討していきたい。 

 

委員 

まるごと旭ギフトセットの中身は想定があるか。 

 

旭商工会 

旭といえば「お米」「自然薯」「お酒」だと考えている。 

それぞれに合う旭の特産品をセットにしようと計画している。 

 

委員 

「自然薯」と「お酒」は購入者が少ないかもしれない。 

 

旭商工会 

内容が決まっているギフトセットと購入者が組み合わせを選ぶことができるギ

フトセットを考えており、自然薯などは後者で選んでいただけると考えている。 



6 

 

 

委員 

パンフレットの全戸配布や公共施設への設置などの予定はあるか。 

 

旭商工会 

そこまでは想定していない。 

旭の関係人口から広めていきたい。 

 

委員 

旭地区では移住者が増えてきているのか。 

 

旭商工会 

旭で様々な事業を手掛けているカリスマ的事業者がおり、その人を頼りに移住

者が増えている。 

 

委員 

新しい事業は旭商工会が主体となって行うのか。 

 

旭商工会 

そのとおり。市の補助金を活用して行いたいと考えている。 

 

事務局 

愛知県が市に間接的に補助をおこなう事業がある。 

市と県で旭商工会を支援していく。 

 

（３）新補助金の創設について 

 商業観光課から説明を受け、委員から意見を聴取した 

委員 

新しい補助金について、情報をキャッチするのが難しい。 

補助制度を知った時には受付期間が終了していたという人もいる。 

今後は受付期間を長くするなどしてほしい。 

 

委員 

私も申請期間が長ければと思った。 

国の事業再構築補助金の採択率が低く、採択されなかった方の受け皿として 

このような補助があれば有難い。 
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国の補助金のように年間に何度か受付があると良い。 

今回の申請で予算に余りはあるか。 

 

事務局 

予算額１，０００万円に対して約５４０万円分の申請があり、余りがある。 

 

事務局 

山村地域貢献事業応援補助金については、予算額 600 万円に対して 400 万円分

の申請がある。 

 

委員 

先ほども指摘があったが、このような制度を一般の事業者が知らない。 

やはり年間を通してやるべきだと思うし、もう少し知る手立てがあればよいと

思う。 

山村地域の事業者が域外で稼ぐことを補助する制度があると良い。 

 

委員 

事業転換サポート補助金が利用できるのは、新たに事業をスタートさせる場合

のみか。 

 

事務局 

そのとおり。 

 

委員 

追加募集はあるか。 

 

事務局 

現在、検討中である。 

 


